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実施した。9 月 16 日から 28 日の 12 日間、アンケート調査（90 名）とインタビュー調査（4 名）、お
よび関連団体が主催する勉強会にて参与観察を行った。 
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(１)アンケート調査 
家庭での上水利用目的や入手経路、地下水から公共水道へ移行した理由、それぞれの上水システム
を比較した利点と欠点等を問う質問票を作成した。UGM 内の学生を中心に合計 90 人の協力を得た。






アにおける環境課題の解決を目指している。さらに、【D】が開催する『Sekolah Air Hujan(Rain Water 
School)』という地域住民向けの勉強会にも参加し、会の内容や参加者の様子について参与観察を行っ




















うに、地理的条件や地域によっては PDAM の利用が不可能なこともある。 
 
4.2 水利用の現状と課題 
 90 人に行ったアンケートから、主な生活用水は地下水と PDAM で、その利用者数はほぼ同数であ




枯れた際、近隣住民に迷惑をかけた経験から PDAM の併用を決めたと述べる。 
 現在上水の課題として挙げられることは、地盤沈下、水不足、水質汚染の 3 点であると考える。地
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4.3 地下水と PDAM の比較 
 アンケート調査から、地下水利用者の 3 分の 2 が地下水をお勧めしないと回答したのに対し、PDAM
利用者の 3 分の 2 は PDAM をお勧めするという真反対の結果をもたらした。水質や安定した供給に
対する不安が地下水離れを引き起こしているようだ。代替手段として選ばれる PDAM であるが、
PDAM に対する認識は使用前の人と使用後の人で異なっている。そこで、両者のプラス要因とマイナ












    図１ PDAM の認識(移行前)         図２ PDAM の認識(移行後) 
 


























































約に使った分だけ上乗せされる料金体系で、【A】は一か月 5 万 Rp (387 円：2019 年 12 月 8 日)を支払
い PDAM の水は補助的に用いている。調査から、地下水利用者（n=8）の支払い料金は 2 万 Rp (154
円)から 10 万 Rp (773 円)が多く、PDAM 利用者（n=9）は 10 万 Rp に集中している。ジョグジャカル
タでは一食を約 80 円で食べられることを考えると、PDAM の方が少し高い。筆者の聞き取りでは、












示唆される。世間に知られる PDAM のイメージの悪さが移行に対する住民から見た第 1 の課題だと
考える。 
第 2 に、経済的に負担が大きいという課題も挙げられる。水料金そのものに関しては、例えば低賃
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